
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 中津川市立苗木中学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月８日（金）～１１月１４日（木） 

実 施 概 要 
 

 「オープンスクール」 
・初日は文化祭を公開し、保護者・地域住民を招待して見ていただいた。 
・１１～１４日は、保護者や地域住民に、終日学校の教育活動を公開した。 
・１１～１３日は、生徒の方から地域に出て、朝７時２０分から８時まで、
地域の諸団体の皆さんといっしょに、学校前、隣接小学校、学校付近の
交差点等で合同あいさつ運動をおこなった。 

 
実 施 内 容 

 
 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 レその他 

来 校 者 数 保 護 者      のべ１６０ 人  
  計 ２００ 人 

地域関係者        のべ４０ 人 

実 施 状 況 
 

 
・本校では、毎年学級での演劇発表を中心とした「文化祭」を行っている。
３０年以上の伝統があり、保護者・地域住民の関心も高く、学校・生徒
会が案内を出して、多くの方に見に来ていただいた。本年度は、生徒の
手書きによる招待状を子ども１１０番の家の方にも送り、招待した。 

・１１～１４日は、保護者・地域住民に、朝の会から帰りの会までの、本
校の日常の教育活動を自由に参観していただいた。 

・「合同あいさつ運動」…生徒会とＰＴＡ母親委員会が地域に呼びかけ、 
１１～１３日、苗木中学校生徒会役員、生徒の有志、ＰＴＡ、苗木安心
安全まちづくり推進協議会、青少年健全育成推進市民会議苗木支部、区
長会、苗木小学校児童会とＰＴＡ、苗木交番、苗木地区保育園の方々が
参加して、地域ぐるみの合同あいさつ運動を展開した。通行人にあいさ
つするだけでなく、今年も学校近くの交差点に生徒約２０名が立ち、信
号で停車する車のドライバーに向けても、大きな声であいさつする活動
をおこなった。 

・以上のことは、学校だよりで保護者・地域（回覧）・案内状で周知した。 
 

成果及び課題 
  
 

 
・生徒達が創り上げた演劇を、中学生時代に同じ演劇を楽しんだ保護者や
その家族に見ていただいたことは、家庭内での共通の話題となり、家族
のコミュニケーションを豊かにするきっかけとなった。また、「生徒達
の、主張を持って演劇を創り上げているところ、表現力、文化祭会場の
雰囲気が素晴らしい。」「招待状ありがとう。すてきな発表でした。こ
れからも皆さんの登下校を見守っていきます。」等の感想をいただいた。 

・学校公開期間に、隣接小学校の特別支援学級に在籍している児童の保護
者が、中学校の特別支援教育に関心を持って授業を参観された。小中の
教頭が連携して、必然性と効果のある学校公開ができた。 

・中学校の呼びかけに対して、地域の様々な団体の方が応えていただける
ようになってきた。いっしょに活動することで、生徒たちの苗木地区へ
の関心や愛着につながっている。 

・あいさつ運動する側の苗木中生の挨拶の質をさらに高める必要がある。 
・生徒たちが、地域住民ともっと濃い触れあいをする活動を考えたい。 

 
  


